
地

球

第
四
各

節
五
挽

党
光

五
〇

地
理
敦

樹

bヾ
l

て

の
ー地
形

問

責

ハ
)

阿

蘇

の

五

峯

伊
ホ
備
誠
-

箆
災
鞄
防
嗣
蛮
骨
節
三
十
三
助
､
阿
醗
火
山
調
査
搬
文

拳
摘
｡

H｡J
鵠
分
ノ
ー
-

宵
地
象
欄
｡

阿
蘇
の
所
謂
大
火
口
原
は
南
北
約
十
八
肝
､
兼
簡
約

十
五
肝
の
太
さ
を
有
し
略
矩
形
を
属
す
大
階
投
地
で
あ

っ
て
英
語
の
カ
ル
デ
ラ

(C
a山d
erl)
(爆
鎗
火
口
が
其
の

後
の
浸
蝕
作
用
に
依
っ
て
横
げ
ら
れ
た
も
の
で

あ
っ

て
p
勿
論
多
少
の
土
地
沈
降
は
之
れ
に
件
ふ
.)
で
は
ぢ

-
断
層
に
依
っ
て
生
じ
た

一
個
の
地
溝
で
あ
る
0

此
の

中
に
阿
蘇
五
峯
が
所
謂
中
央
火
口
丘
群
ビ
し
て
費
え
て

屠

.る｡
此
の
画
蘇
盆
地
が

7
の
惰
捜
地
で
あ
る
こ
E
は

既

に伊
木
数
按
が
研
究
せ
ら
れ
地
贋
畢
的
に
澄
明
さ
れ

た
こ
亡
で
あ
っ
て
p
此
の
盆
地
の
全
面
緒
が
阿
蘇
外
輪

山
の
熔
岩
itq･J流
が
し
出
し
た
火
口
で
は
無
-
'
此
の
盆

地
の

1
部
分
又
は
他
の
塵
に
其
の
火
口
が
心仲
山壮
L
L･i
け

れ
ば
な
ら
ぬ
｡
然
る
に
阿
蘇
外
輪
山
の
傾
斜
は
典
例
な

-
此
の
盆
地
を
中
心
だ
し
て
四
方
に
高
度
を
漸
波
し
.

火
口

(多
数
な
ら
ば
其
の
密
度
の
最
も
大
な
る
部
分
.

即
ち
活
動
の
中
心
)
は
今
日
の
盆
地
中
の
何
れ
の
部
分

か
に
之
を
求
め
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
.
基
底
で
外
埴
山
の

上
方
延
長
に
督
る
べ
き
熔
岩
流
が
今
日
斯
謂
中
央
火
口

丘
群
を
兼
す
も
の
ゝ
河
鹿
か
の
部
分
に
見
出
し
得
る
や

否
や
(或
は
捉
-
地
下
に
埋
れ
て
仕
舞
ひ
し
や
膏
や
)
を

調
査
す

べ
き
で
あ
る
.

阿
蘇
盆
地
の
酋
壁
を
破
っ
て
火
口
纏
が
奔
流
す
る
立

野
に
於
い
て
汽
車
を
捨
て
栃
木
瓶
泉
を
過
ぎ
て

一
の
急

段
を
登
-
切
る
ビ
極
め
て
班
璃
贋
な
る
或
は
殆
ど
黒
曜

石
ビ
揮
す

べ
き
熔
岩
よ
-

一
望
の
基
地
が
基
底
に
展
開

す

る
を
見
て
先
づ
甚
だ
異
様
の
戚
に
打
た
れ
る
｡
此
の

地
形
は
外
輪
山
の
L其
5･J
酷
似
し
:
そ
す
れ
所
謂
中

央
火

蓋

TTt



口
丘
群
中
の
他
の
地
瓢
に
&
'い
て
は
塾
触
州見
ら
れ
な
い

も
の
で
あ
る
｡
同
時
に
此
の
黒
曜
石
貿
安
山
岩
も
火
口

丘
中
の
他
の
部
分
に
は
金
魚
露
出
な
-
.
反
っ
て
盆
地

の
東
壁
.
坂
梨
の
兼
な
る
浄
土
苛
の
山
上
を
蔽
ふ
熔
岩

だ
は
屈
別
し
得
な
い
程
酷
似
す
る
も
の
で
あ
る
｡
故
に

我
々
は
此
の
熔
登

盛
地
を
構
成
す
る
岩
石
は
外
輪
山
理

の
も
の
で
あ
る
ビ
考

へ
る
.
次
に
垂
玉
温
泉
に
あ
る
同

名
の
保
布
に
露
出
す
る
岩
石
及
び
基
の
南
な
る
花
峯
の

岩
石
を
鑑
定
す

る
に
七
重
玉

の
.瀧
の
上
竿
は
烏
帽
子
岳

熔
岩
ビ
同

1
種
に
属

し
下
草
は
花
巻
の
岩
石
だ
同

山
種

で
あ
っ
て
.
肉
眼
的
斑
晶
に
乏
し
-
寧
ろ
相
月
内
海
潤

に
教
蓮
す
る
讃
岐
岩
型
の
岩
石
に
近
-
'
明
ら
か
に
現

世
の
火
山
よ
-
噴
出
さ
れ
る
安
山
岩
ビ
は
薫
る
も
の
で

あ
る
｡
即
ち
之
も
亦
外
輪
山
型
の
岩
石
で
あ
る
｡
其
虚

で
我
々
は
杵
島
岳

(五
常
舟
の

一
の
地
形
間
に
て
往
生

岳
)
､往
堂
岳
嘉

苗
分
の
二

の
地
形
図
に
て
杵
島
岳
)
千

里
ケ
潰
､
烏
帽
子
岳
'
御
電
土
山

(烏
帽
子
岳
南
方
の

二

五
三
米
の
山
)
の

1
群
が
作
る
両
方
に
凸
部
を
有

す
る

一
の
弧
線
が
阿
蘇
外
輪
山
の
大
熔
岩
の
流
出
火
口

ビ
必
ず
因
基
関
係
が
あ
る
も
の
で
あ
ら
-
yJ
い
ふ
考

へ

沌
現
数
材
?)
し
て
の
地
形
闘

に
導
か
れ
る
O

如
ち
以
上
の
五
っ
の
火
山
は
阿
蘇
大
火

口
壁
上
に
(
7
部
分
或
は
全
部
)
に
舞
っ
て
居
る
側
火
山

(A
d
ventive
cones)
だ
し
是
れ
よ
-
東
方
の
火
山
群
を

異
の

火口
丘

(N
ested
c.nes)
だ
な
す
こ
亡

が
通
常
で

あ
ら
-
亡
者

へ
さ
せ
ら
れ
る
.
此
の
考

へ
は
又
岩
石
軍

的
に
も
大
盤
謹
明
し
得
る
標
で
あ
る
｡
但
し
外
輪
山
上

の
側
火
山
が
必
ず
し
も
火
口
丘
よ
FC,古
い
か
背
か
は
未

だ
我
々
に
は
断
言
出
凍
な
い
.
何
ど
な
れ
ば
此
れ
等
は

地
形
上
各
々
狗
宜
し
で
存
在
し
て
居
る
か
ら
で
あ
る
｡

此
れ
だ
け
の
前
置
き
を
し
て
阿
蘇
盆
地
中
に
在
る
火

山
の
戸
籍
脇
本
を
作
製
す
る
だ
大
健

次
の
如
-
に
な

る
○次

喪
中
.
泉
水
山
は
高
歯
閣
方
の

l
五
〇
〇
米
を
山

頂
ビ
し
､
甫
頂
を

叫
四
八
〇
米
ビ
す
る
山
.
櫓
局
番

は
五
苦
界
の

1
の
地
岡
に
中
岳
だ
あ
る
研
o
中
岳
は

泉
水
山
閣
崖
よ
-
蘭
､
今
日
の
噴
火
口
を
含
む
山
｡

皿
山
は
中
岳
南
方
に
位
し
､

二
二
〇
〇
兼
の
高
さ
を

有
す
る
山
.
杵
島
喬
ビ
は
五
甫
分
の

山
の
地
岡
の
従

生
喬
｡
往
生
喬
は
五
高
倉
の

7
の
地
園
の
杵
島
高
｡
御

龍
山
は
烏
帽
子
岳
南
方
の

二

重

二
光
の
山
｡
(本
間
)

宍

心

五
7.
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